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              この４月に５中を去られた先生方がこられて、離任式が行われ 

ました。学年で一緒に過ごした先生、クラブや委員会でお世話に 

なった先生、と関わり方は様々だったと思いますが、これからの 

みんなへという意味で、たくさんの素敵なお話がありました。 

                    

 

 

 

 

 

【成瀬
な る せ

教頭】より         【田中
た な か

先生】            【釣
つる

巻
まき

先生】 

「人間一番いい環境がベストとは限らない」  ５中のみんなはすごくあたたかくて、たくさん  「人生は加速度」例えば、１才の子が２才 

悪い条件でもどう変えていくのか、     助けてもらいました。感謝しています。     になると、人生の 1/2を過ごしたことにな 

どうプラスに考えていくかが大事です。   新しい環境に変わることは、寂しい気持ちも   ります。99 才の人が 100 才になると、人生 

４つのｃｈを覚えておいてください。  あるだろうけど、創っていくのは自分自身です。 の 1/100 を過ごしたことになります。年を重 

ピンチ→チャンス→チャレンジ→チェンジ   まわりのなかまの「一言」、つながりを大切に  ねるごとにその 1年を早く感じていくもので 

pinch   chance   challenge  change  して、生き生きと生活してほしいです。     す。ちなみに中学の３年間は人生 1/5 です。 

                                        あっという間の時間を大切に。 

                                        もうひとつ。「心はどこにあると思いますか。」 

                                        に。    心は実は、あなたと友だちの間、それから 

                                        あなたと物の間にあります。ぜひ、あなたと 

                                        友だち、あなたと新校舎の間の心を育てて 

                                        ください。 

【勢喜
せ き

先生】            【福圓
ふくえん

先生】 

みんなの笑顔に励まされた１年でした。     「努力
どりょく

の壺
つぼ

」というものを知っていますか。一人ひとりが持っているもので、大きさは 

みんなのことが大好きです。          まちまちです。努力１回につき、１滴たまっていきますが、すぐに満タンになる人もい 

今ここにいることは当たり前ではなく、特別な  ればそうでない人もいます。ですが、必ず満タンになり、いつか中の水は溢れ出します。 

ことだと思ってほしいです。今の環境や友達を  諦めずに努力を続けられる人になってください。 

大事にして下さい。               

～最終章～ 



 

 

 

週明け月曜日より授業がはじまります。約１ヵ月後には、今年度 

最初の中間考査（5/14-15）がやってきます。３年生ですので、１・２年生の時とは授業の

重みがちがうはず…最初の授業で準備するものを下の一覧表でしっかりと確認して、学習

面で良いスタートが切れるようにしましょう。がんばっていきましょうね♪ 

 

国語 教科書、ノート、漢字の完全マスター、便覧 

数学 教科書、ノート 

理科 教科書（２年・３年の分）、ノート（２年の続きでも OK）、便覧 

社会 教科書（歴史・公民とも）、ノート、資料集 

英語 
教科書、ノート１冊（２年生の続きでも OK） 

プリント保管できるもの１つ（クリアファイルなど） 

技術 

家庭 
教科書（技術分野）、２年のときのファイル 

保健 なし（体育の授業で連絡します） 

体育 
夏用体操服上・下、体育館シューズ、ネームペン（マジックなど） 

ノート  ※「時間厳守」で集合すること 

美術 
 

音楽 ６点セット（教科書は２・３年の下） 

 

 

 

 

 

 

 

13 日（月）より授業がスタート 

 春休み課題が未提出の人は、至急提出してください。遅れてでも、提出物をちゃんと

提出することが、必ず次につながります。何事もスタートが肝心ですよ！がんばれ！ 

 必ず裏面の「学校に置いておけるもの」を確認し、それ以外のものは持って帰ってく

ださい。いわゆる「置き勉」はダメです！教科担当の先生の指示にしたがって、教科

書・教材類の整理をしましょう。 

いつも通り 



 

家庭学習を充実させるためにも、基本的にはしっかり持って帰って学習をしま 

しょう。ただし、以下の表にあるものについては使わない場合は学校において 

帰ることができますので、確認しておきましょう。 

 

☆教科☆ ○学校に置いておけるもの○ 

国語 国語便覧、国語ファイル、自己評価シート 

社会 資料集 

数学 授業で伝えたもの 

理科 理科便覧 

音楽 ６点セット（教科書２・３年下に変わります） 

美術 ４種類セット（昨年と同じです） 

技術・家庭科 技・家の教科書、ファイル 

保健体育 体育実技、保健の教科書、ノート 

英語 パートナー（宿題がないとき） 

 


